古代ロシア語における主＝対格と生＝対格の価値に関する一考察 by 山口, 巌
Title古代ロシア語における主＝対格と生＝対格の価値に関する一考察
Author(s)山口, 巌





























































属し乍らも生-対格形をも有するсынъ. ､вънукъ ｢孫｣ 等に対し､主-対格形のみを有
するのは､зять ｢女婿｣､mуринъ ｢妻の兄弟｣､сыновьць ｢甥｣の如く外戚に限られて
居る事から2､ここにも価値の判断が強く働いている事が知られる｡
以上の事から､クズネッオフの謂う､定性と不定性の対立､社会関係の言語-の反映等
も､実は個別性と非個別性､具体と抽象の差であるとせねばならないであろう｡
3人称代名詞の場合､主=対格が､遺体 ･敵対する人物等を表わす場合に多く使用され
ているところからすれば､この代名詞の使用そのものが､余り個性の高くない人物の場合
に限られていたという印象を受ける｡生=対格形の一般化が遅れた理由は､このような所
にあるのではないかと思われる｡1･2人称代名詞は､対話者の一方を指示するのでありそ
の現実性の度合の高さにおいて､3人称代名詞とは､本質的に異なっている｡
(詳細は近く論文として 『古代ロシア研究』第2号に発表の予定になっている｡)
2ここで<:СЫИDВЬЦЬ は ｢兄弟の子｣であって､これを外戚としたのは誤りであるO直系ではないとすべきで
あるかも知れないO
